
アラウンドビューモニタの開発

1.はじめに
　後退時に車両後方を映すバック
ビューモニタや，幅寄せ時や発進時に
車両前輪付近を映すサイドブラインド
モニタなど，ドライバの視界補助を目
的とした車載カメラシステムが普及し
てきている．
　本稿では，車両周囲の気になる死角
を一目で確認することを目的とした車
載カメラシステムであるアラウンド
ビューモニタ（図 1）を紹介する．

2. 原理
　図 2 に示すように，アラウンド
ビューモニタは，車両周囲の地面を撮

影するための超広角（180 度）カメラ
（以下，実カメラ）を車両の前後左右
の 4箇所に取り付け，これら 4台の実
カメラの映像に対して視点変換処理を
行うことにより，車両上空に設定した
仮想的なカメラ（以下，仮想カメラ）
から見た映像であるトップビューを作
成するシステムである．
　図 3は，トップビュー作成の概要を
示した図である．視点変換とは，実カ
メラの映像を仮想カメラの映像に変換
する映像加工技術である．具体的には，
カメラの位置，向き，画角，レンズの
ひずみ等をパラメータとして，仮想カ
メラの一つの画素に入射する光線ベク
トルが，任意の基準面を介して，実カ
メラのどの画素に入射する光線ベクト
ルと対応しているかを算出する．これ
を仮想カメラのすべての画素について
算出することにより，仮想カメラで映
した映像に変換する．
　本システムは，地面を基準面とした
視点変換処理により，車両の上空より
真下を向いている仮想カメラからの映
像を，各カメラで撮影した映像の画素
をプロットすることにより作成する．
　次にそれぞれのカメラ映像により作
成した四つの視点変換映像を合成し
て，上空から自車両を見下ろした一枚
の映像を作成する．これがトップ
ビューであり，システムはこのビュー
をモニタに表示する．

3. 課題とその対応（1）

　本原理に従い，実際にアラウンド
ビューモニタを搭載した車両を構成す
ると，視点変換の作用によるいくつか
の課題が生じた．以下に，本課題に対
する対応とあわせて示す．
3.1　トップビューの部分的な画質
劣化

　従来の車載カメラを搭載した場合，

とくに車両後輪付近の画質が粗くなる
現象が生じた．そこで，高解像度カメ
ラを採用することにより，鮮明度を向
上させ，画質劣化を防止した．
3.2　車両と周囲物体に相対速度差
がある場合のちらつき

　インタレース走査方式のカメラを搭
載すると，車両と周囲物体（地面上の
白線，歩行者等）に相対速度差がある
場合，トップビューにちらつきが生じ
た．そこで，プログレッシブ走査方式
のカメラを採用することにより，映像
のちらつきを防止した．
3.3　カメラの取付けずれによる
トップビューのずれ

　カメラの取付け位置や向きが設計値
に対してずれた場合，トップビューの
各カメラのつなぎ目において，たとえ
ば地面上に引いた白線がずれて不連続
になる．そこで，カメラの三次元の取
付け向きのずれを，実カメラの映像を
水平，垂直方向にシフトすること，お
よび回転することにより，近似的に補
正するキャリブレーション手法を開発
した．

4. おわりに
　自車両を上空から見下ろしているよ
うなビューを，車両に取り付けた四つ
のカメラ映像から変換／合成するため
の技術を確立した．
　お客様に安心して乗っていただける
クルマづくりを目指すため，今後もド
ライバの視覚を補助するシステムがま
すます必要になると考えている．
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図１　アラウンドビューモニタ

車両周辺の安全を直接確認してください

ビュー切替 ブザー 後

図 2　トップビュー概略構成図

図 3　トップビュー概要
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